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真

N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
「
春
日
の
局
」
に
端
を
発
し
、
大
奥
女

性
の
話
が
最
近
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
日
蓮
宗
と
の
つ
な
が

り
の
中
で
も
古
く
か
ら
は
養
珠
院
お
万
の
方
の
信
仰
、
清
澄
寺
で

の
春
日
の
局
の
番
状
の
新
発
見
、
と
話
題
を
あ
げ
た
ら
い
く
つ
か

あ
る
。
し
か
し
、
な
か
な
か
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
そ
こ
で
本
発
表
は
、
徳
川
封
建
社
会
の
中
で
特
異
な
場

所
で
あ
っ
た
江
戸
城
大
奥
に
住
ん
で
い
た
将
軍
の
正
室
・
側
室
、

そ
し
て
そ
こ
に
奉
公
し
て
い
た
女
中
と
日
蓮
宗
寺
院
と
の
か
か
わ

り
、
強
い
て
は
こ
の
江
戸
城
や
諸
侯
の
奥
向
き
の
女
性
の
信
仰
に

つ
い
て
、
開
帳
と
い
う
儀
礼
を
と
り
あ
げ
て
論
究
し
て
み
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
事
例
と
し
て
身
延
山
久
遠
寺
の
江
戸

出
開
帳
を
中
心
に
考
え
て
み
た
い
。

今
同
の
発
表
は
、

一
、
身
延
山
久
遠
寺
の
江
戸
出
開
帳

二
、
開
帳
と
大
奥
女
性

三
、
開
帳
前

四
、
開
帳
中

五
、
閉
帳
後

と
い
っ
た
論
旨
の
展
開
の
内
の
一
部
で
あ
り
、
一
、
こ
に
限
っ
て

報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
、
二
の
範
囲
内
で
ま
と
め

を
行
い
た
い
。

身
延
山
久
遠
寺
と
江
戸
城
本
丸
・
西
ノ
丸
そ
し
て
江
戸
の
各
御

守
殿
・
御
住
居
に
住
む
奥
方
や
御
殿
女
中
と
の
か
か
わ
り
を
開
帳

と
い
う
宗
教
行
事
を
中
心
に
検
討
し
た
が
、
江
戸
時
代
後
期
天
明

年
聞
か
ら
身
延
山
は
諸
堂
復
興
の
た
め
に
数
度
の
江
戸
出
開
帳
を

行
っ
た
が
、
そ
の
運
営
、
参
詣
者
数
、
収
入
面
に
お
い
て
江
戸
の

諸
講
中
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ

る
。
し
か
し
、
代
参
と
い
う
形
態
で
、
表
使
や
御
使
番
を
中
心
と

し
た
本
丸
や
西
ノ
丸
の
女
中
や
江
戸
の
各
御
殿
の
女
中
が
毎
日
の

ご
と
く
浄
心
寺
に
参
詣
し
て
施
主
で
あ
る
御
台
所
や
奥
方
の
祈
願

を
依
頼
し
て
金
口
聞
を
奉
納
し
、
そ
し
て
自
ら
の
祈
願
を
行
っ
て
い

た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
実
で
あ
る
。
と
く
に
江
戸
城
大

奥
は
徳
川
封
建
社
会
の
中
に
あ
っ
て
世
俗
と
隔
離
さ
れ
た
特
異
な

社
会
で
あ
り
、
そ
の
規
則
か
ら
み
だ
り
に
域
外
へ
は
出
ら
れ
な
か

っ
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
代
参
は
外
へ
出
る
と
い
う
解
放
感
か
ら
も

純
粋
な
信
仰
か
ら
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
代
参
の
た
め
に
浄
心
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寺
に
参
詣
し
た
女
中
は
祖
師
像
の
開
扉
や
祖
師
関
係
を
中
心
と
し

た
身
延
山
の
霊
宝
を
拝
し
て
身
延
山
や
日
蓮
聖
人
の
霊
性
に
触

れ
、
御
札
・
御
守
・
御
符
等
を
持
ち
帰
る
と
い
う
信
仰
活
動
を
行

っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
特
に
将
軍
の
正
室
や
側
室
を
は
じ
め
と

す
る
大
奥
女
性
は
開
帳
仏
で
あ
る
祖
師
像
の
袈
裟
や
衣
そ
の
ほ
か

を
出
開
帳
の
度
に
奉
納
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
祖
師
に
対
す
る
信

仰
H
祖
師
信
仰
は
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
身
延

山
久
遠
寺
は
日
蓮
聖
人
棲
神
の
霊
地
で
あ
り
、
そ
の
祖
師
像
が
江

戸
で
礼
拝
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
機
会
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。
次
回
の
発
表
で
は
、
大
奥
女
性
の
具
体
的
な
信
仰
の

形
態
を
開
帳
の
参
加
を
通
じ
て
見
て
行
き
た
い
と
思
う
。
（
詳
細

は
「
大
崎
学
報
」
一
四
六
号
を
参
照
さ
れ
た
い
〉

日
蓮
聖
人
に
み
ら
れ
る
仏
法
王
法
観

ー
ー
日
蓮
聖
人
と
鎌
倉
追
加
法
｜
｜

士ロ

木

雄

英

御
成
敗
式
目
と
追
加
法

松
尾
芭
蕉
の
俳
句
に
「
名
月
の
出
づ
る
や
五
十
一
ケ
条
」
と
い

う
の
が
あ
る
。
五
十
一
ケ
条
と
は
、
鎌
倉
時
代
に
制
定
さ
れ
た
御

成
敗
式
目
の
こ
と
を
指
す
。
後
世
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
有
名
と
な

っ
た
御
成
敗
式
目
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
現
実
問
題
と
し
て
、
五

十
一
ケ
条
だ
け
で
こ
と
足
り
る
は
ず
は
な
く
、
幕
府
は
現
在
知
ら

れ
て
い
る
だ
け
で
約
九
百
条
の
「
追
加
法
」
を
制
定
し
て
い
る
。

し
か
も
、
武
家
政
治
の
確
立
の
意
気
込
み
を
示
し
た
御
成
敗
式
目

は
、
鎌
倉
雄
府
（
評
定
会
議
）
↓
各
国
守
護
↓
地
頭
と
い
う
形
で

公
に
さ
れ
た
が
、
一
方
、
追
加
法
は
、
鎌
倉
幕
府
（
評
定
会
議
）

↓
六
波
緩
・
鎮
西
探
題
の
出
先
機
関
・
引
付
〈
幕
府
内
部
機
関
）

・
訴
訟
関
係
人
ま
で
で
、
幕
府
の
御
家
人
す
ら
周
知
し
て
は
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
例
を
次
に
挙
げ
、
そ
し
て
聖
人
と
追

加
法
と
の
関
係
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

日
逝
聖
人
と
鎌
倉
追
加
法

弘
長
元
年
三
二
六
二
〉
二
月
廿
日
に
、

一
可
禁
制
棄
病
者
、
孤
子
等
、
死
屍
等
於
路
辺
事

病
者
、
孤
子
等
、
令
棄
路
頭
之
時
、
随
見
合
殊
可
加
禁
制
、

若
又
倫
有
令
棄
置
事
者
、
為
保
々
奉
行
人
之
沙
汰
、
可
令
送
無

常
堂
、
至
死
屍
井
牛
馬
骨
肉
者
、
可
令
取
楽
之
、
以
此
等
之

趣
、
可
被
仰
保
辛
行
人
等
也
、

以
前
条
々
、
固
守
此
旨
、
自
来
三
月
廿
目
、
可
加
禁
制
也
、

若
有
違
犯
之
強
者
、
可
被
行
罪
科
、
叉
奉
行
人
無
沙
汰
不
注
申
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